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343　　　 胎盤刷子縁膜小胞 の 血小 板凝集抑制

活性 に つ い て

344　　　　CSF 存在下 に お け る妊娠 初期絨毛細

胞 の 培養
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〔目的 〕胎盤は 血 栓 の 好発部位 で あ る 。 妊娠 中毒

症 で は 絨毛間腔 に 血栓 が多発す る こ と が 良 く知 ら

れ て お り ， 血小板機能は 妊娠中毒症 の 病態 に 深 く

関 与し て い る とされ て い る 。

一方 ， 胎盤 に は 血小

板 凝 集抑制活性 を有 す る物質が存在 し胎盤循環 の

維持 に 重要 な役割 を央た し て い る と考 え ら れ て い

る が ， そ の 詳細 に つ い て は 不 明 の 点 も多 い 。 そ こ

で
， 今 回 ， 我 々 は ， 胎盤 絨毛間腟で 母 体血 流 と の

直接 の 接点 と な る絨毛 細胞 刷子縁 膜 に 血 小板 凝 集

抑制活 性 が存 在 す る と考 え検討 し た 。 〔方法 〕絨

毛細胞刷子縁膜小胞 （BBMV ）は ， ヒ ト胎 盤 よ り

Mg ＋＋

沈澱法 ， 分別遠心法で 分離し た 。血小板凝集

は 妊 婦 多血小板血漿 を用 い 吸 光度 法 で 測 定 し た 。

ADP 分 解能は ，

14C −ADP を用 い 薄 層ク ロ マ ト分離

法 で 測定 し た 。 血 小板 ア ラ キ ドン 酸 （AA ）代謝は ，

AA 添加 に よ る MDA 産生能で 測定 し た 。 〔成績 〕 

BBMv は ，20〜逢O μg／祕 （蛋 白濃度 ）で ADP ，
　AA ，

コ ラ ーゲ ン （C ）に よ る血小板凝集 をほ ぼ 100％ 抑 制

し ， 100 〜150μgノ祕 で は リス トセ チ ン （R ）に よ る凝

集 をほ ぼ 100％抑制した が
，

エ ピネ フ ィ リ ン に よる凝

集 に は著明な抑制作用を認 め なか っ た 。   BBMV の

血小 板凝集抑制活性 を 妊娠 初期 （E ）， 中 期 （M ），

満期 （F ）で 比較す る と ， ADP ，
　 AA 凝集抑制活性は ，

F ＝ M ＝ E で ， C ，
　R 凝集抑制活性は ，

　 F ＞M ＞ E で

あ っ た 。   BBMV に は 強力な ADP 分解活性が 存在

し ，
10 μ 9 （蛋白量 ）の BBMV は 5μ mol の ADP を約

60秒間で 分解 し た 。   BBMV は ， 血小板MDA 産

生を抑制 し ，
2G岬 ／me で は 22 ％ ， 100 μ g／祕 で は 65

％ 抑制し た 。 〔結論 〕BBMV に は 強力な 血 小板 凝

集抑制 活性 が 存在す る こ とが 初め て 明 ら か に な り ， ま

た ， そ の 主 た る作絹機序は ，
ADP 分 解 活性 と血小板

AA 代謝抑制活性 で あ る こ と が 判明し た 。

匚目的 ］絨毛細胞 の 生理 機能を詳細に 知 る に は ，

singie 　 cell で の 培養が 不可欠で あ る が ， 正常絨毛

細胞 の 初期培養 は r 般 に 非常 に 困 難で あ る
。

T 細

胞 ，絨毛細 胞 ，マ ク ロ フ ァ
ージ等よ りCSF （c 。1。 ny

stimulating 　 factor ）が産 生 さ れ
， ま た 絨毛細 胞 に

CSF レ セ プ ターの 存在す る こ とが 報 告 さ れ て い

る が ，今 回 は ，CSF が 初期絨毛細胞 の 増殖 を促し ，

絨 毛細胞 の 初期培 養 が可 能 か 否 か に つ い て 検討 す

る こ とを 目的 と し た 。　［方法i 人 工 妊娠 中絶 よ り

得た 8 か ら 13週 の 妊娠初 期の 絨 毛 の
一

部を患者 お

よびその 家族 の 了解 を得た の ち採取 し ，
despase

に て 酵素処 理 し ナ イ ロ ン メ ッ シ ュ を 通 し単
一

の 細

胞 と し tc。 得 られ た 細 胞 を RPMI 　 IMO （15％ FCS

含 ）中 に て 100U ／mt 　 CSF （中外 製 薬 よ り提供）存

在
’
下 お よ び 非存在下 に て 培 養 し 以 下 の 検 討を行 っ

た 。   光顕 下 に 細 胞 の 状 態 を観察 し   培 養上滔中

の HCG ，　 PRL ，estrogen ，　 progesteron の 濃 度を

測定   さ らに HCG ，estrogen ，progesteron の存在を

免疫組織学 的 に検 討 し た 。　 ［成績］ CSF 非 存在下

に 培養 した 絨毛細胞 は 7 日 目以 降死 滅 した 。

一方

CSF 存在下で は線維芽細 胞 とは 明 らか に異 な る絨

毛細 胞 が 40 日を 過 ぎて も生存 し続 け た 。 また 脱 落

膜細胞 を同様に GSF 存在下 に 培養 して も生細胞 の

存続 は 認 められ なか っ た 。 CSF 存在 下 にて 培養 した

絨 毛細胞 培養 上清 中 の HCG 量 は 2，l　mIU ／mL と CSF

非存在下 （LO 皿 IU／ mL 以下 ）に比べ て有意に 高値

を示 し た 。組織染色 に よ り本実験 で 得 られ た培養

細 胞 が HCG お よ び estrogen を産生 し て い る こ と

が 明 か とな っ た 。 ［結論］ GSF に よ り絨毛細 胞 の

増殖 が 促 進 され 絨 毛 の初期 培 養 が可能 と な る こ と

が 明 か と な り，
HCG 等の ホ ル モ ン 産生が 亢 進す る

こ と も判明 し た 。
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